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（項目 ８） 
 
1. はじめに 
 火砕流は，珪長質火山で発生し、噴煙柱崩壊型や溶岩ドーム崩壊型，またマ
グマ水蒸気爆発に伴うものまで，様々な様式により発生する。火砕流本質物質
は、熱残留磁化を獲得するので，詳細な段階熱消磁実験に基づき，堆積温度を
推定することができる。発生頻度の高い小～中規模火砕流の堆積温度を比較し、
リモートセンシングによる災害予測の基礎データを供する意義は大きい。本研
究では雲仙普賢岳1991－1995年噴火で噴出したブロックアンドアッシュフロー
と伊豆諸島新島の472年噴火で噴出した火砕流堆積物について残留磁化を測定
し、定置温度を推定した。 
 
２．雲仙普賢岳1991-95年噴火火砕流の定置温度測定 
 雲仙普賢岳火砕流堆積物は低発泡の本質岩片を5地点で、各10試料ずつ定方位
試料を採取し、実験室で整形した後、段階熱消磁実験を施し、熱消磁ごとにス
ピナー磁力計で磁化を測定した。5地点のうち、押ガ谷と水無川の2地点の試料
は全て1成分を示し、磁化方位も揃っていることから590℃以上で定置したと推
定される。一方、極楽谷の2試料は、いずれも2成分の磁化方位を示し、低温成
分のみの磁化方位が揃い、高温成分はバラバラであった。極楽谷の火砕流堆積
物は噴火後期の堆積物で、火口で一旦冷却が進んだ溶岩ドームのブロックが崩
落して火砕流となったと推定される。両者の岩相は大きな違いを示さず、噴出
速度の大きな時期の初期の堆積物は溶岩ドームの冷却前に火砕流になりやすい
ため590℃以上の高温堆積をし、噴出速度の小さい時期は、冷却を経験するため
極楽谷では、300℃で堆積したと推定される。ブロックアンドアッシュフローの
場合、給源で冷却を経験するかどうかで定置温度は明確に異なるが、堆積物に
大きな差が見出されない。 
 
３．新島472年噴火かさいりゅうの定置温度測定 
 新島の472年噴火の火砕流堆積物については、本質岩片である発泡軽石と外来
岩片をそれぞれ露頭ごとに10個ずつ定方位試料を採取した。流紋岩質の本質物
質であるため、磁化強度が小さく、スクイッド磁力計で測定した。新島472年噴
火は、マグマ水蒸気噴火で生じた火砕流であるため、本質岩片の軽石の熱残留
磁化は、段階熱消磁実験ごとに異なる磁化方位を示し、冷却しながら流走した
ことが推定されたが、外来岩片の中には、2成分の磁化方向を示し、低温成分の
磁化方向が揃ったことから200～300℃で定置したことが推定された。 
 
４．まとめ 
 雲仙も新島も非溶結の火砕流堆積物であるが、200～300℃から590℃以上まで
様々な温度で定置し、噴火様式により定置温度が様々に異なることが明らかに
なった。 
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